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伝えたい私たちの声伝えたい私たちの声
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私たちの町のこと”私たちの町のこと”

議会懇談会議会懇談会
紙面報告

　
令
和
５
年
１
月
31
日
に
議
会
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
も
昨
年
度
と
同
様
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
町
内
団
体
の
皆
様
（
上
富
良
野
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
・
北
海
道
建
築
士
会
上
富
良
野
支
部
）
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
各
団
体
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ

い
て
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
富
良
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

北
海
道
建
築
士
会
上
富
良
野
支
部

・�

町
に
は
１
級
建
築
士
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
町
発
注
の
設
計
業
務
に
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
？

・�

建
築
士
と
し
て
実
際
の
仕
事
に
か
か
る
の
が
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
。
上
限
20
万
円
だ
が
、

100
万
円
に
し
た
時
の
財
源
は
ど
う
な
る
？
予
算
措
置
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

・�
当
麻
町
や
中
富
良
野
町
な
ど
他
町
村
の
よ
う
に
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
施
策
を
町
・
議
会
を

あ
げ
て
実
現
し
て
ほ
し
い
。

・�

町
立
病
院
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
必
要
だ
が
、
地
元
の
建
設
会
社
と
し
て
は
公
営
住
宅

や
省
エ
ネ
対
策
、
断
熱
性
能
を
高
め
見
栄
え
の
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
建
物
を
建
築
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
町
は
、
こ
の
よ
う
な
建
物
を
建
築
す
る
た
め
の
長
期
的
な
計
画
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。

・�

除
雪
を
終
え
た
後
に
、
大
き
な
雪
の
塊
を
置
い
て
い
か
れ
て
る
。
高
齢
者
の
為
に
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

・�

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
返
納
に
つ
い
て
、
申
請
手
続
き
等
町
広
報
誌
に
掲
載
願
い
た
い
。

ま
た
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
も
同
様
に
お
願
い
す
る
。

・�

泥
流
地
帯
の
映
画
は
作
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
町
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
だ

と
思
う
。

・
町
民
と
一
体
と
な
っ
て
映
画
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

・��

高
齢
の
母
を
介
護
し
て
い
る
が
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
お
む
つ
代
な
ど
に
お
金
が
必
要
。
毎
日
、

洗
濯
な
ど
に
追
わ
れ
葛
藤
し
て
い
る
。

大野　義則さん

丘町わかば会

仙波　恵美子さん

みやまち平輸会

持安　弘行さん

大町積年会

黄田　信行さん

建築士会　会員

十勝岳十勝岳町づくり
フォーラム

Ｑ
．�「
上
富
良
野
町
の
好
き
な
と
こ

ろ
は
ど
こ
で
す
か
？
」

参
加
し
て
く
れ
た
各
団
体
か

ら
８
名
の
方
に
伺
い
ま
し
た
。

東中地区の
気球風景

“私たちも伝えたい“私たちも伝えたい
議会懇談会はどうでした？

　私たちは一般的に高齢者と呼ばれている年代であ

り、若いころに比べると体力低下は確かに感じられ

ますが、同年代で働いておられる方も多数見受けら

れ、はて、自分たちは何歳からが高齢者なのだろう

と思っております。

　私たちの年代からのモータリゼーションの発達や

近年のインターネットの普及が進む中で、特に若い

人の働く場が少ないことから町内人口の減少傾向と

なり、以前から知恵を絞られていますが明確な解決

にはいたっていないのが現状と思います。テレビ番

組のイイイジューで成功例を放映していますが、若

い人を求めるだけではなく、多くのおじさん・おば

さんも含めた住みやすい暮らしやすい思い切った方

策も必要ではないでしょうか。

　町の懸案事項やこの時期特有の除排雪などについ

ても、議員諸氏の考えや取り組み方など有意義に懇

談させていただきました。

　町の活性化についてこれからも議論を重ねられ、

よりよい町づくりを進めていただきたいと念じてい

ます。

　懇談会を企画していただきありがとうございまし

た。

水
島　

雅
夫
さ
ん

上
富
良
野
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長

　初めての懇談会でしたが活発な意見交換ができました。建

築士から見たまちづくりの要望、また、まちづくり計画書が

作ってあるのに実行できないのはなぜか？脱炭素、低炭素に

向けた省エネ性能を有する住宅・リフォーム工事の支援事業

を使いやすく、上限を上げる施策の要望などたくさんありま

した。

　北海道建築士会上富良野支部は、江花通り植栽事業やセン

トラルプラザ横のイルミネーション事業などボランティア活

動を通して町での認知度を上げて、なくてはならない建築士

会を目指し、これからも活動に取り組んでいきたいと思います。

　今回、発言しやすい懇談会を開催していただきありがとう

ございました。

土田　浩貴さん

建築士会　会員

佐川　泰正さん　

建築士会　会員

※
ご
意
見
は
一
部
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

減災・防災

建
名　

康
則
さ
ん

北
海
道
建
築
士
会

上
富
良
野
支
部　

支
部
長

十勝岳連峰
の景観
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方針にせまる！！方針にせまる！！

町政全般

A
．
町
長　
従
来
か
ら
継
続
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
が
、
主
要
施
策
と
な
る
新
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
建
設
や
病
院

改
築
は
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要
な
施

策
だ
と
考
え
て
い
る
。

荒生議員

　
町
立
病
院
の
建
て
替
え
、
新
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な

ど
大
き
な
公
共
投
資
も
あ
る
中
で
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

と
自
治
体
経
営
の
安
定
化
の
両
立
を
図
っ
て
い
く
。

農業

A
．
町
長　
令
和
５
年
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
高
収
益

作
物
、
特
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
・
ホ
ッ
プ
・
し
そ
・
メ
ロ
ン
は
面
積
が
減
っ

て
い
る
の
で
協
力
隊
に
助
け
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
、
方
法
の
一
つ

だ
と
思
っ
て
い
る
。

中瀬議員

　
特
産
農
作
物
は
農
家
戸
数
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
へ

の
対
応
と
し
て
、
将
来
就
農
を
目
指
す
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
採
用

し
、
農
業
生
産
の
維
持
、
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

防災

A
．
町
長　
実
際
の
避
難
訓
練
に
参
加
で
き
な
い
方
も
い
て
、
参

加
率
が
年
々
落
ち
て
き
て
い
る
の
で
、
訓
練
と
い
う
よ
り
も
啓
発

に
近
い
と
思
う
が
、
災
害
に
備
え
て
町
民
の
意
識
向
上
は
十
分

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

今村議員

　
十
勝
岳
噴
火
総
合
防
災
訓
練
は
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
や
事
業
所
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
践
に

即
し
た
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
。

少子化対策

A
．
町
長　
子
育
て
支
援
に
よ
っ
て
出
生
率
の
問
題
や
人
口
減
少
、
移

住
定
住
を
促
進
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
面
が
あ
る
と
思
う
た
め
、
子

育
て
支
援
策
は
ト
ー
タ
ル
で
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小林議員

　
安
全
に
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
策
を
充
実
し
て
い
く
。

執
行
方
針
概
要

執
行
方
針
概
要

執
行
方
針
概
要

執
行
方
針
概
要

Q
．
斉
藤
町
長
が
考
え
る
令
和

５
年
度
の
基
本
姿
勢
や
主
要
施

策
は
一
体
な
に
か
。

Q
．
前
回
の
十
勝
岳
噴
火
か
ら
35

年
が
経
過
し
、
非
常
に
充
実
し
た

防
災
訓
練
を
し
て
い
る
が
、
令
和

５
年
度
の
実
動
訓
練
の
考
え
は
。

Q
．
高
収
益
作
物
の
農
地
面
積
が
減
っ
て

き
て
い
る
。
今
年
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
採
用
す
る
こ
と
で
、
高
収
益
作
物
の
面

積
維
持
拡
大
を
図
る
と
の
こ
と
だ
が
、
本

当
に
で
き
る
の
か
。

Q
．
上
富
良
野
町
の
子
育
て
支
援
は
と

て
も
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
が
、
一
方
で
出
生
数
は
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
少
子
化
に

か
か
わ
る
人
口
減
少
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
か
。

町政・教育執行町政・教育執行

クリーンセンター

A
．
町
長　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
次
の
５
年
間
の
計
画
は
も
う

立
っ
て
お
り
、
今
ま
で
通
り
の
枠
組
み
で
や
る
が
、
そ
の
後
は
ど

の
よ
う
な
枠
組
み
が
い
い
の
か
、
人
口
減
や
処
理
量
問
題
も
含
め

て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
ま
だ
結
論
は
出
て
い
な
い
。

北條議員

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
供
用
開
始
か
ら
23
年
が
経
過
し
、
経
年

劣
化
に
よ
る
故
障
等
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
本
年
度
は
焼
却
炉
の

補
修
工
事
を
実
施
す
る
。

A
．
町
長　
電
気
代
、
灯
油
代
が
高
く
な
っ
て
き
て
非
常
に
暮
ら
し
が

大
変
だ
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
臨
機
応
変
に
状
況
の
変
化
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。
高
齢
化
、
地
域
福
祉
の
重
層
化
と
い
う
の
は
、

自
助
、
共
助
、
公
助
、
こ
れ
が
重
層
化
と
考
え
て
い
る
。

米沢議員

　
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
福
祉
の
推
進
と
地
域
福
祉
の
向
上
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
困
難
な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
の
重
層
的
支
援
体
制
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

火葬場

A
．
教
育
長　
上
富
良
野
町
は
家
庭
内
学
習
の
時
間
と
読
書
の
時
間
が

少
な
く
、
ゲ
ー
ム
の
時
間
は
長
い
実
態
が
あ
る
。
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
学
校
に
は
配
置
し
て
お
り
、
こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
自
宅
に
持
ち
帰

り
家
庭
内
学
習
を
進
め
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

元井議員

　
令
和
４
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
小
学
校
、
中
学
校

と
も
に
全
国
平
均
を
下
回
っ
た
。
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
を
図
る
。

執
行
方
針
概
要

執
行
方
針
概
要

執
行
方
針
概
要

Q
．
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
施
設

が
古
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
今

後
、
広
域
で
建
て
替
え
る
の
か
単

独
で
や
る
の
か
、
町
長
の
考
え
は
。

Q
．
高
齢
化
社
会
で
、
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価

高
で
生
活
は
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
で
、

支
え
が
必
要
か
と
思
う
が
、
重
層
化
の
支

え
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

Q
．
学
力
が
全
国
平
均
を
下
回
り
低
下

し
て
い
る
が
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
、

超
過
勤
務
の
実
態
が
あ
る
中
で
ど
の
よ

う
な
学
力
向
上
の
取
り
組
み
を
行
う
の

か
。

A
．
町
長　
町
民
の
理
解
も
も
ち
ろ
ん
必
要
で
、
単
独
で
建
て
る

と
か
な
り
の
経
費
負
担
が
あ
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
中
富
良
野
町

と
の
共
同
利
用
を
考
え
て
い
る
と
住
民
会
長
会
議
で
昨
年
か
ら
説

明
し
て
い
る
。
令
和
8
年
ま
で
に
は
は
っ
き
り
決
め
た
い
と
思
う
。

小田島議員

　
葬
斎
場
は
48
年
が
経
過
し
、
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
中
富
良
野
町
と
将
来
の
火
葬
場
の
共
同
利
用
の
検
討
を
進

め
て
い
く
。

執
行
方
針
概
要

Q
．
火
葬
場
の
廃
止
ま
た
は
建
て
替

え
と
な
る
と
町
民
の
理
解
が
非
常
に

大
事
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
町
民
の
意
見
を
き
い
て

検
討
す
る
の
か
。

教育 福祉

町政・教育執行方針
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新年度の注目事業はこれだ！新年度の注目事業はこれだ！

期待どおりの成果が見込めるかしっかり検証！！

令和５年度　予算特別委員会
あなたの注目事業は？

それぞれの議員に、新年度の予算特別委員会で特に注目する３つの事業とポイントを聞きました。

　増加している不登校の子ども達の居場所、相談窓口が
公民館の２階に開設されることは、かみふの未来につな
がる事業であり、すべての子どもが安心して住み、学べ
る環境となることを願う。

①教育支援センター設置
②パークゴルフ場改修等事業
③ラベンダーフェスタ

　パークゴルフ場芝生改修によりどの程度使用できなく
なるのか。
　空き家解体補助の不良度の基準は誰がどの様に行うのか。
　映画化を進める会の今年度の負担金、使用目的は？

①パークゴルフ場改修等事業
②住宅改修費補助
③映画化を進める会負担

　教育支援センターでは、教育アドバイザー、教育支援員、
教育支援相談員が常駐し、不登校児童の学習、体験学習、
生活習慣の改善指導をまた、進路就学の相談を受けられ
る。成果を期待したい。

①教育支援センター設置
②特産農作物支援業務
③パークゴルフ場改修等事業

　地域おこし協力隊を有効に活用して町づくりを。
　ジオパーク拠点施設が郷土館で良いのか。
　不登校生徒と家族の支援が充分できるか。

①�地域おこし協力隊（特産物支
援）

②ジオパーク拠点施設改修
③教育支援センター設置

　人口減少は避けて通れない。具体的な取り組みを着実
に進めなければならない。将来の町の姿を町民とともに
描くことが必要。

①人口減少対策と自衛隊
②高齢社会に即した除排雪
③老朽化した公共施設整備

　不登校児童生徒が増える傾向にあり支援の充実。
　物価高騰や担い手不足などから農業を守る政策が必要。

①教育支援センター設置
②公営住宅整備
③農業政策　

元
井
晴
奈
議
員

北
條
隆
男
議
員

中
瀬
　
実
議
員

中
澤
良
隆
議
員

米
沢
義
英
議
員

髙
松
克
年
議
員

議
長
　
村
上
和
子

　　『議会だより』をいつも御愛読頂きましてありがとうございます。令和5年度の予算が計
上され、それに対し各々の議員が特に注視すべきテーマを３つずつ上げさせて頂きました。
　議員全員でしっかり審議し、皆様方にこの予算が良い波及効果をもたらし、安心して暮らし
ていける生活を守って参ります。引き続き御愛読のほどよろしくお願いいたします！！

予算特別委員会
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①泥流地帯の映画化プロジェクト
②教育支援センター設置
③ジオパーク拠点施設改修

　制作会社を現在選定中とのことだが、問い合わせの段
階で泥流地帯映画化を進める会に予算を入れるのはおか
しいと考える。本来、制作会社等が決定してからの予算
化ではないのか。

①地域おこし協力隊
②ラベンダーフェスタ
③パークゴルフ場改修等事業

　地域おこし協力隊の優れた見識が新規イベントや既存
イベントに付加価値を付け、交流人口の増加に繋がるか。
また、パークゴルフ場再生計画（5ヵ年計画）が始まるが、
利用者の満足を得られるか。

①泥流地帯映画化事業
②町立病院の改築
③十勝岳総合防災訓練

　泥流地帯映画化については、初心を忘れず町長のやる
気がある限り賛同したい。また、各事業の着意事項として、
最小の経費で最大の効果を上げるようにそして、いかに
町民の福祉の増進を図れるかにかけたい。

　将来に渡り、高齢者の生活を支えていく上でも、少子
化対策は喫緊の課題。また、町の基幹産業である農業を
強くしていくためにも、新たな農業人材を育てていくこ
とが重要。空き家対策にも期待。

①少子化対策関連事業
②住宅改修費補助
③新規就農・農業後継者対策

①教育支援センター設置
②防災ハザードマップの更新
③地域おこし協力隊

　観光振興において、夏、冬のイベントで取り組みの動
きがみられるが、今後の予算配分に注目する。また、ア
フターコロナ後の商工振興に注目。

①観光諸行事予算増額
②火葬場の将来明記
③空き家の解体助成

　観光諸行事予算が増額。コロナ前、いや、日の出公園
に駐車場があったあの頃の賑わいに期待。
　火葬場の将来、中富の火葬場を共同利用することを検討。
　建替えか共同利用か今後に注目。

荒
生
博
一
議
員

佐
藤
大
輔
議
員

今
村
辰
義
議
員

小
林
啓
太
議
員

小
田
島
久
尚
議
員

岡
本
康
裕
議
員

令和５年度の主要な新規事業など
【総務費】地域おこし協力隊管理費3,308万円 / 新総合行政システム改修198万円
【民生費】安全対策事業補助（バス置き去り対策）50万円 / 地域福祉計画策定300万円 / 発達支援相談業務
用車両281万円 / 子ども計画策定563万円 / 泥流地帯映画化事業193万円（修正案により100万円減額し
93万円）/ハザードマップブック作成340万円
【衛生費】産婦健康診査65万円 / クリーンセンター資源化設備、電動機修繕990万円 / Ｂ系一次燃焼室耐火
材更新2,300万円
【農林業費】特産農作物支援493万円
【商工費】吹上温泉屋根修繕724万円 /観光諸行事780万円（うちラベンダーフェスタ600万円）
【土木費】泉町南団地５号棟建設 2億 4,865 万円 / 局部路面補修 450万円 / 住宅改修費助成 980万円（う
ち空き家の解体助成150万円）
【教育費】教育支援センター設置722万円 / 上小ボイラー更新4,723 万円 / 十勝岳ジオパーク拠点施設（郷
土館）改修516万円 /パークゴルフ場改修等823万円 /社会教育総合センター施設管理用備品313万円
※千円単位は四捨五入で表記
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臨時会
定例会

　

臨
時
会
・
３
月
定
例
会
の
概
要

　

町
議
会
で
は
、
第
1
回
臨
時
会
が
1
月
31
日
、
第
2
回
臨
時
会
が
3
月
27
日
、
第
1
回

定
例
会
が
3
月
2
日
か
ら
15
日
ま
で
、
予
算
特
別
委
員
会
が
3
月
9
日
か
ら
14
日
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
臨
時
会
は
、
補
正
予
算
の
議
案
が
中
心
と
な
り
、
い
ず
れ
の
議
案
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
や
予
算
特
別
委
員
会
は
、
7
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
令
和
5
年
度
予
算

及
び
基
金
の
一
部
支
消
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
議
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
濃
厚
な

討
論
の
末
、
定
例
会
の
最
終
日
に
一
般
会
計
の
一
部
修
正
が
含
ま
れ
た
予
算
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
意
見
書
や
補
正
予
算
、
条
例
改
正
等
を
審
議
し
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

定例会

　
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
主

な
議
案
は
、

・
農
業
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
為
に
肥
料
価
格
高
騰
対
策

事
業
と
し
て
肥
料
1
ト
ン
当

た
り
3
千
125
円
を
助
成
し
、

事
業
確
定
に
よ
り
260
万
6
千

円
減
額
。

・
前
年
度
よ
り
多
い
降
雪
量

に
よ
り
、
早
い
時
期
か
ら
除

雪
、
排
雪
へ
の
出
勤
が
多

く
な
り
費
用
負
担
が
多
く

な
っ
た
分
の
補
正
8
千
100
万

円
（
第
1
回
臨
時
会
）・

2
千
640
万
円
（
第
2
回
臨
時

会
）
な
ど
で
す
。
質
疑
の
後
、

採
決
の
結
果
全
て
の
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

臨時会

議会Pickup

　
第
1
回
定
例
会
に
お
い
て
上
程
さ
れ
た
4
件
の
条
例
の
制

度
及
び
改
正
の
主
な
内
容
は
、

　
①
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
条
令
の
制
定

と
、
②
そ
れ
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

　
③
出
産
育
児
一
時
金
等
の
支
給
額
の
見
直
し
に
伴
う
、
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
④
町
立
病
院
の
循
環
器
内
科
の
廃
止
に
伴
う
条
例
の
一
部

改
正
で
す
。
ま
た
①
②
に
伴
い
、
町
議
会
に
お
け
る
個
人
情

報
の
保
護
に
係
る
条
例
を
検
討
し
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保

護
す
る
た
め
の
条
例
制
定
が
発
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
町
議
会
が
保
有
す
る

個
人
情
報
に
つ
い
て
の
個
人
の
権
利
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
今

後
の
議
会
の
事
務
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 条

　
例

　
第
1
回
定
例
会
で
は
、
直

近
3
ヶ
月
の
行
政
報
告
、
各

種
補
正
予
算
、
4
件
の
条
例

改
正
、
令
和
5
年
度
予
算
の

概
要
説
明
、
町
長
と
教
育
長

に
よ
る
執
行
方
針
な
ど
、
多

く
の
議
案
が
議
論
さ
れ
ま
し

た
。

　
行
政
報
告
で
は
、
十
勝
岳

噴
火
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い

て
、
防
衛
省
に
対
す
る
要
望

行
動
、
雪
ま
つ
り
や
二
十
歳

の
集
い
等
の
実
績
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
状
況
、
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
種
補
正
予
算
に
関
し
て

は
主
に
事
業
費
の
確
定
に
よ

る
補
正
や
、繰
越
明
許
費（
翌

年
に
事
業
が
跨
る
た
め
翌
年

度
に
繰
り
越
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
）
の
設
定
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
他
に
は
議
員
派
遣
結
果
報

告(
「
富
良
野
沿
線
市
町
村

議
会
議
員
研
修
会
」
と
「
議

会
懇
談
会
」）
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

富
良
野
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
第
１
回
定
例
会

　

令
和
５
年
第
１
回
富
良
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が

２
月
15
日
に
開
催
さ
れ
、
連
合
長
か
ら
行
政
執
行
方
針

が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
補
正
予
算
案
、
新
年
度
予
算
案
、

条
例
等
の
改
正
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
23
億
６
千
422
万
５
千
円
（
前
年
度
比

１
億
３
千
38
万
８
千
円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。
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臨時会・３月定例会
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上程議案・結果（賛成：○　反対：×　欠：欠席　除：除斥）
　【可決】…原案可決、承認可決、同意可決　　　【否決】…原案否決
　【付託】…各委員会への付託　【修正】…

結

果

元
井
晴
奈

北
條
隆
男

髙
松
克
年

中
瀬　

実

中
澤
良
隆

米
沢
義
英

荒
生
博
一

佐
藤
大
輔

今
村
辰
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小
林
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小
田
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久
尚

岡
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康
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村
上
和
子

第1回臨時会（令和５年1月 31日）

※
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
こ
め

令和４年度上富良野町一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について（ラベンダーハイツ介護ロボット購入） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
南部地区土砂流出対策工事 (ベベルイ川 )( Ｒ４国債 )請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上富良野町防災行政無線デジタル化整備工事請負契約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実・強化を求める
意見について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第１回定例会（令和５年３月２日～15日）
　　令和５年度上富良野町一般会計予算 修正

※
議
事
進
行
の
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。

　　議案第１号　令和５年度上富良野町一般会計予算に対する修正案（修正動議） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ×
　　上富良野町公共施設整備基金の一部支消について　 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
　　十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消について 修正
　　十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消についてに対する修正案
　　（修正動議） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×

　　令和５年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　令和５年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　令和５年度上富良野町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　令和５年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　令和５年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　令和５年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　令和５年度上富良野町水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　令和５年度上富良野町病院事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
予算特別委員会付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × × ○
令和４年度上富良野町一般会計補正予算 (第９号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

令和４年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町介護保険特別会計補正予算 (第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算 (第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算 (第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算 (第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町水道事業会計補正予算 (第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町病院事業会計補正予算 (第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上富良野町個人情報の保護に関する法律施行条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
上富良野町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上富良野町病院事業の設置に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新子どもセンター建設工事（建築主体工事）請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新子どもセンター建設工事（電気設備工事）請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新子どもセンター建設工事（機械設備工事）請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町一般会計補正予算 (第 10号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町長の専決事項の指定について
�（上富良野町税条例等の一部を改正する条例） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長の専決事項の指定について
�（上富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上富良野町議会個人情報保護条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第２回臨時会（令和５年３月２７日）
令和４年度上富良野町一般会計補正予算（第11号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上富良野町西小学校校舎防音機能復旧工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第1回臨時会、第2回臨時会、３月定例会
　　　　　　　　　　審議議案と議員の賛否

予�

算�

特�

別�

委�

員�

会

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？
次の定例会の開会予定は… ６月13日（火）14日（水）です６月13日（火）14日（水）です
※この日程は変更になる場合がありますので、ご確認のうえ、役場３階の議場までお越しください。



一般質問のページは質問議員本人により
編集されています。

                                                                                                                                           かみふらの議会だより第 118 号

一般
質問

⓰

上富良野のここが聞きたい‼上富良野のここが聞きたい‼
7 名の議員が町政を問う7名の議員が町政を問う

　一般質問とは、年４回の定例会において議員が住民の声や自身の考えなどにより、町政全
般にわたって執行者の考えをただすものです。
　議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁を要約して掲載しています。
　詳細は後日、行政ホームページに会議録を掲載します。
　議場では臨場感のあるやり取りを傍聴することができます。ぜひ、議場へお越しください。

佐藤　大輔 議員

元井　晴奈 議員

小林　啓太 議員

中瀬　実 議員

髙松　克年 議員

米沢　義英 議員

①　�「泥流地帯」映画化プロジェ
クトについて

①　�町立病院の電子化について
②　泥流地帯映画化について

①　�除排雪について
②　ふるさと納税について

①　ゼロカーボン対策について
②　生活排水対策について

①　�地域農業再生協議会水田収
益強化ビジョンについて

②　除排雪の対応について

①　�農業支援について
②　�物価高騰から暮らしを守る
対策について

③　子育て支援策について
④　�学校給食費の無償化につい
て

荒生　博一 議員

①　�泥流地帯映画化プロジェク
トについて

  かみふらの議会だより第 118 号 

一般質問

⓱

佐藤　大輔　議員

佐
藤
議
員　
現
時
点
に
お
い

て
何
年
後
の
公
開
を
目
指
し

て
い
る
か
。�

斉
藤
町
長　
一
日
も
早
い
公

開
を
切
望
し
て
い
る
。　

佐
藤
議
員　
泥
流
災
害
か
ら

100
年
、
作
品
「
泥
流
地
帯
」

発
表
か
ら
50
年
、
２
つ
の
節

目
が
重
な
る
２
０
２
６
年
の

公
開
を
目
指
す
べ
き
で
は
。�

斉
藤
町
長　
２
０
２
６
年
が

意
義
深
い
年
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
が
、
協
定
先

が
未
定
で
あ
る
た
め
、
今
は

言
及
を
避
け
た
い
。　

佐
藤
議
員　
町
長
に
と
っ
て

映
画
化
に
お
け
る
一
番
の
目

的
は
。�

斉
藤
町
長　
作
品
「
泥
流
地

帯
」
を
通
し
て
、
泥
流
災
害

の
犠
牲
者
と
、
そ
の
ご
遺
族
、

血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
で

２
度
目
の
開
拓
を
果
た
し
た

２
億
円
と
し
て
い
る
。
寄
附

金
以
外
は
使
わ
な
い
。
ま
た
、

２
億
円
は
あ
く
ま
で
も
目
標

で
あ
り
集
ま
ら
な
い
可
能
性

も
あ
る
。　

佐
藤
議
員　
仮
に
映
画
化
を

断
念
し
た
場
合
の
損
失
は
。�

斉
藤
町
長　
三
浦
綾
子
文
学

フ
ァ
ン
、
寄
附
者
（
企
業
・

個
人
）
に
対
す
る
説
明
と
謝

罪
、
寄
附
金
の
返
還
、
税
務

署
と
の
協
議
、
既
に
返
礼
品

を
受
け
取
っ
て
い
る
方
の
対

応
、
損
害
の
補
填
な
ど
、
職

員
は
年
単
位
で
業
務
に
あ
た

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
納
税
全
般
に
お
い
て
、

町
の
信
頼
を
損
な
う
だ
ろ
う
。

佐
藤
議
員　
今
や
自
宅
で
映

画
を
楽
し
む
時
代
を
迎
え
て

い
る
。
今
後
、
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
媒
体
に
シ

フ
ト
す
る
可
能
性
は
あ
る

か
。�

斉
藤
町
長　
実
写
映
画
化
を

前
提
と
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

の
Ｐ
Ｒ
や
募
集
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
寄
附
者
へ
の
配
慮

が
必
要
。
劇
場
公
開
後
に
、

別
の
媒
体
で
公
開
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
り
、
協
議
を
進

め
て
い
る
。　

佐
藤
議
員　
目
標
と
す
る
公

開
年
を
明
確
に
し
、
具
体
的

な
推
進
プ
ラ
ン
を
示
す
な
ど

し
て
、
我
々
の
不
安
を
吹
き

飛
ば
し
て
欲
し
い
が
。 

斉
藤
町
長　

就
任
後
、
常
に

前
向
き
に
進
め
て
き
た
。
３

回
目
は
必
ず
成
功
さ
せ
る
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の

世
界
は
難
し
い
が
、
全
力
で

取
り
組
む
の
で
、
町
民
一
丸

と
な
っ
て
応
援
し
て
ほ
し
い
。

泥流地帯の感想を述べ合う「みんなの読書会」参加者

先
人
た
ち
の
思
い
や
魂
を
引

き
継
ぎ
、
後
世
に
継
承
す
る

こ
と
で
あ
る
。�

佐
藤
議
員　
新
た
に
制
作
を

委
ね
る
会
社
な
ど
は
概
ね
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。　

斉
藤
町
長　
複
数
の
企
業
や

個
人
と
相
談
し
て
お
り
、
い

ず
れ
も
好
感
触
を
得
て
い
る

が
、
ま
だ
具
体
的
な
協
定
の

内
容
に
ま
で
は
踏
み
込
ん
で

い
な
い
。�

佐
藤
議
員　
町
が
映
画
制
作

費
に
拠
出
す
る
上
限
額
は
。 

斉
藤
町
長　

ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
資
金
調
達
目
標
を

映画化プロジェク
トが中止になった
と誤解をしている
方が多い。町民に
対して丁寧な説明
がほしいが…

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
サ
ー
ビ
ス
と
は
…
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
国
内
外
の
映
画
・
ド
ラ
マ
・
ア
ニ
メ
な

ど
の
動
画
を
見
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。
ス
マ

ホ
、
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
様
々
な
デ
バ
イ
ス

で
視
聴
可
能
。

映画制作で町が負担する上限額は
町長－寄附金から２億円　町の財源は使わない

泥流地帯
映画化
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一般
質問

⓲

元井　晴奈　議員

なんのために映画化
するのか。二度も実
現できず、「泥流地
帯」の映画を作るこ
とが目的になってい
るように感じるが・・・

地
域
再
生
計
画
と
は
…
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇

用
機
会
の
創
生
な
ど
地
域
の
活
力
再
生
を
推
進
す

る
た
め
に
国
が
認
定
す
る
計
画
の
こ
と
。
泥
流
地

帯
映
画
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
平
成
29
年
に
こ
れ
に

認
定
さ
れ
た
。

映画化をゼロから見直すべきでは
町長－映画化実現に向けて着実に進めていく

泥流地帯
映画化

元
井
議
員　
「
泥
流
地
帯
」

映
画
化
の
目
的
、
ビ
ジ
ョ
ン

を
明
確
に
し
て
地
域
再
生
計

画
の
見
直
し
の
検
討
は
。

斉
藤
町
長　
２
社
目
の
協
定

は
解
約
に
な
っ
た
が
、
引
き

続
き
３
社
目
と
い
う
こ
と
で

進
ん
で
お
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
は

変
え
な
い
。

元
井
議
員　
現
状
で
は
「
映

画
作
り
」
が
目
的
の
よ
う
に

感
じ
る
が
、
映
画
化
の
目
的

は
何
か
。
何
の
た
め
に
映
画

化
す
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
三
浦
綾
子
先
生

の
大
作
で
上
富
良
野
が
舞
台

で
映
画
化
さ
れ
て
い
な
い

為
、、
映
画
化
す
る
と
い
う

の
も
一
つ
の
目
的
で
あ
る
が
、

上
富
良
野
の
郷
土
史
で
も
あ

り
、
泥
流
被
害
を
後
世
に
語

り
継
ぐ
映
像
と
し
て
残
し
て

い
く
、
郷
土
愛
、
観
光
、
ロ

元
井
議
員　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
保
険
証
と
従
来
の
保

険
証
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
保
険
証
を
利
用
し
た

方
が
安
く
な
る
が
、
町
立
病

院
で
も
対
応
で
き
て
い
る
の

か
。

斉
藤
町
長　
医
療
情
報
・
シ

ス
テ
ム
基
盤
整
備
体
制
充
実

加
算
が
新
設
さ
れ
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証
利
用

時
６
円
、
従
来
の
保
険
証
利

用
時
に
12
円
が
加
算
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
令
和

５
年
度
当
初
よ
り
算
定
を
予

定
し
て
い
る
。

元
井
議
員　
４
月
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証
を

使
っ
た
方
が
安
く
な
る
と
い

う
こ
と
を
広
報
や
防
災
無
線

で
広
く
周
知
し
な
い
の
か
。

長
岡
町
立
病
院
事
務
長　
町

立
病
院
を
受
診
す
る
方
も
限

ら
れ
て
お
り
、
病
院
の
窓
口

で
の
案
内
を
予
定
し
て
い
る
。

元
井
議
員　
国
で
は
デ
ジ
タ

ル
庁
で
電
子
化
を
急
速
に
進

め
て
い
る
。
新
町
立
病
院
で

は
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、

電
子
カ
ル
テ
等
の
電
子
化
が

必
須
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長　
オ
ー
ダ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
、
電
子
カ
ル
テ
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
新
病
院

で
の
円
滑
な
診
療
が
最
優
先

と
考
え
て
お
り
、
導
入
は
困

難
と
判
断
し
て
い
る
。

「泥流地帯」での観光振興の手法は映画化だけなのか ?

ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
目
的
を

総
合
し
て
映
画
化
を
進
め
て

い
こ
う
と
い
う
目
的
で
あ
る
。

元
井
議
員　
目
的
が
地
域
再

生
計
画
に
あ
る
十
勝
岳
を
軸

と
し
た
観
光
振
興
な
ら
ば
、

映
画
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、

道
の
駅
な
ど
地
域
創
生
の
手

法
は
あ
る
は
ず
だ
が
。

斉
藤
町
長　
映
画
化
と
い
う

こ
と
で
寄
付
を
募
っ
て
い
る

の
で
、
映
画
化
を
外
す
こ
と

は
な
か
な
か
難
し
い
。
映
画

化
に
よ
っ
て
観
光
の
一
助
に

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

新
町
立
病
院
の
電
子
化
を

マイナンバーカード読み取り機械

  かみふらの議会だより第 118 号

一般質問

⓳

小林　啓太　議員

毎年多くのふるさ
と納税を頂いてい
るが、住民生活に
繋がっている実感
がない。みんなに
とって分かりやす
い使い方を望むが。

除
雪
サ
ー
ビ
ス
と
は
…
「
町
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
自
宅
近
く
に
近
親
者
が
い
な
い
独
居
、
高

齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
等
で
、
除
雪
が
困

難
な
方
」が
15
分
75
円
で
利
用
で
き
る
町
の
事
業
。

不満の声は町長自身にも届いているか
町長－少なからず耳にしている

除排雪

小
林
議
員　
車
道
除
雪
後
、

玄
関
先
の
間
口
に
た
ま
る
雪

の
除
雪
は
、
住
民
と
町
の
ど

ち
ら
の
負
担
が
原
則
か
。

斉
藤
町
長　
住
民
側
の
負
担

が
原
則
だ
が
、
程
度
を
超
え

る
雪
の
場
合
は
町
側
で
も
な

ん
と
か
し
な
い
と
と
は
思
っ

て
い
る
。

小
林
議
員　
原
則
的
に
住
民

が
負
担
す
る
べ
き
も
の
と
町

の
ス
タ
ン
ス
が
、
住
民
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
課
題
の
解
決
に
あ
た
っ

て
は
自
助
、
共
助
が
基
本
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
少
し
で
も
町
と

し
て
は
解
決
し
て
あ
げ
た
い

が
、
公
助
の
み
な
ら
ず
町
民

の
力
を
借
り
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

小
林
議
員　
高
齢
の
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
除

小
林
議
員　
令
和
４
年
度
に

受
け
取
っ
た
寄
附
金
を
新
年

度
で
は
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
の
か
。

斉
藤
町
長　
１
億
５
千
413
万

円
程
度
を
寄
附
者
の
意
向
に

沿
っ
た
目
的
基
金
に
積
み
立

て
て
、
令
和
５
年
度
の
財
源

と
し
て
具
体
的
に
は
、
高
齢

者
・
障
害
者
の
福
祉
の
推
進

や
健
康
増
進
、
児
童
の
健

全
育
成
の
た
め
の
環
境
整

備
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施

設
整
備
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ

ス
タ
へ
の
負
担
金
な
ど
に

６
千
300
万
円
充
当
し
て
い
る
。

小
林
議
員　
差
額
分
は
。

斉
藤
町
長　
将
来
の
た
め
に

基
金
に
残
し
て
お
く
。

小
林
議
員　
既
存
事
業
へ
の

充
当
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
寄

附
金
は
住
民
福
祉
の
向
上
に

プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

佐
藤
副
町
長　
寄
附
者
の
ご

意
向
に
沿
っ
て
充
当
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
貯
金
を
す
る

余
裕
を
生
ん
で
い
る
面
も
あ

る
。
全
体
を
調
整
し
な
が
ら
、

貴
重
な
寄
付
金
を
有
効
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。

小
林
議
員　
現
状
は
お
祝
い

で
も
ら
っ
た
お
金
を
貯
金
し

て
生
活
費
に
充
て
る
様
な
使

い
方
を
し
て
お
り
、
寄
附
者

と
町
民
双
方
に
と
っ
て
そ
の

価
値
が
分
か
り
づ
ら
い
。
双

方
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い

使
い
方
を
し
て
い
く
考
え
は
。

斉
藤
町
長　
寄
附
金
の
使
い

道
に
つ
い
て
の
報
告
に
は
努

め
て
い
く
。
ま
た
寄
附
額
が

増
え
て
く
れ
ば
色
々
な
使
い

道
を
考
え
て
い
け
る
。

東川では納税者を株主と呼び、町内で様々なサービスが受けられる

雪
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

が
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の
考
え
は
。

斉
藤
町
長　
一
定
程
度
収
入

の
あ
る
方
は
、
民
間
等
の
事

業
者
を
ご
利
用
頂
き
た
い
。

小
林
議
員　
民
間
業
者
も
人

手
不
足
で
あ
る
現
状
を
聞
い

た
。
町
と
し
て
除
雪
を
行
う

団
体
や
事
業
者
を
支
援
す
る

等
、
総
合
的
に
こ
の
課
題
に

取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

斉
藤
町
長　
長
期
的
な
除
排

雪
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

私
が
中
心
と
な
っ
て
問
題
提

起
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金

は
何
に
使
っ
て
い
る
の
か
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中瀬　実　議員

中
瀬
議
員　
合
併
浄
化
槽
に

転
換
す
る
時
、
町
は
助
成
費

は
出
し
て
く
れ
、
リ
フ
ォ
ー

ム
、
新
築
の
時
は
優
先
的
に

や
っ
て
く
れ
て
非
常
に
助

か
っ
て
い
る
。
合
併
浄
化
槽

に
切
り
替
え
の
時
の
助
成
額

を
変
更
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

斉
藤
町
長　
上
富
良
野
町
の

助
成
額
は
結
構
多
く
皆
さ
ん

助
か
っ
て
い
る
と
思
う
。
今

の
と
こ
ろ
、
額
を
変
更
す
る

考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

中
瀬
議
員　
町
の
予
算
の
枠

組
み
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う

理
解
で
よ
ろ
し
い
か
。

斉
藤
町
長　
総
予
算
に
つ
い

て
も
、
現
在
、
計
画
に
沿
っ

て
予
算
計
上
し
て
い
る
の
で

そ
の
額
と
な
る
。

中
瀬
議
員　
自
然
破
壊
に
つ

な
が
る
生
活
用
水
の
垂
れ
流

し
が
一
番
の
原
因
と
思
わ
れ

る
。
町
の
助
成
に
よ
り
、
単

独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽

に
切
り
替
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
、
今

後
に
お
い
て
も
継
続
し
て
助

成
金
と
枠
を
減
ら
さ
な
い
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

斉
藤
町
長　
令
和
5
年
度
ま

で
の
実
績
を
踏
ま
え
第
5
期

の
設
置
計
画
を
策
定
し
計
画

的
に
転
換
で
き
る
よ
う
に
努

め
る
。　
　
　

生
活
排
水
対
策
は

地
球
温
暖
化
の
原
因
の
二
酸
化
炭
素
や
、
温
室

効
果
ガ
ス
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
、
気
温
の
上
昇
、

集
中
豪
雨
の
発
生
を
引
き
起
こ
し
、
何
も
対
策

し
な
け
れ
ば
将
来
北
海
道
の
気
温
は
42
度
を
超

え
る
と
の
予
測
も
あ
る
。

ゼロカーボン対策は
町長－ロードマップ検証し推進する

環境

中
瀬
議
員　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

に
向
け
て
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
り
推
進
し
て
い
く
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
、
い
つ
そ
の
目
標
を
定

め
て
推
進
し
て
い
く
の
か
伺

う
。

斉
藤
町
長　

地
球
温
暖
化
対

策
に
関
す
る
施
策
に
お
い

て
、
町
事
業
者
、
行
政
が
連

携
し
て
対
策
を
講
じ
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
を
推
進
す

る
も
の
と
し
て
、
現
段
階
の

目
標
と
し
て
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
26
パ
ー
セ
ン
ト
の
削

減
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
後

２
０
４
０
年
、
２
０
５
０
年

の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
、
10

年
で
検
討
し
な
が
ら
推
進
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

必要のない電気は消しましょう

中
瀬
議
員　

上
富
良
野
町
の

今
現
在
の
排
出
量
は
い
く
ら

か
。

山
内
町
民
生
活
課
長　

令
和

３
年
３
月
に
策
定
し
た
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
中

で
の
排
出
量
推
移
と
し
て

10
万
ト
ン
強
で
あ
る
。

中
瀬
議
員　

町
に
は
森
林
の

面
積
が
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減

に
寄
与
し
て
い
る
。
森
林
面

積
の
維
持
や
植
林
す
る
た
め

の
助
成
は
。

斉
藤
町
長　

交
付
金
を
活
用

し
て
事
業
は
進
め
て
い
る
が
、

森
を
守
る
こ
と
は
重
要
な
活

動
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

きれいな川　とり戻そう

昔の川にはいろん
な魚がいました。
ドジョウ、ウグイ、
フナ、ヤツメ、ザ
リガニ、そして川
は子供たちの遊び
場でした。でも今
は…
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髙松　克年　議員

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
…
集
団
転
作

の
手
法
で
転
作
を
地
域
農
業
全
体
の
課
題
と
し
、

解
決
す
る
た
め
圃
場
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、

毎
年
転
作
を
実
施
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
変
え
て
作

付
け
す
る
手
法

町再生協議会の政策への考えは　
町長－経営者の選択によるが国に支援策を求める

農業

髙
松
議
員　
上
富
良
野
再
生

協
議
会
の
政
策
へ
の
考
え
方

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
伺
う
。

斉
藤
町
長　
現
在
の
作
付
け

か
ら
、
水
張
り
（
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
み
）

構
築
で
き
ず
離
農
者
が
出
た

り
農
地
が
水
稲
の
生
産
が
不

適
地
で
あ
る
た
め
に
他
の
農

作
業
に
も
遅
延
等
の
影
響
が

出
る
例
も
あ
る
。
施
設
園
芸

を
水
稲
に
す
る
こ
と
の
収
益

性
は
問
わ
れ
る
。

髙
松
議
員　
畑
地
転
換
す
る

農
家
へ
の
支
援
策
は
。

斉
藤
町
長　
交
付
対
象
水
田

に
お
い
て
野
菜
、
果
樹
、
花

卉
等
の
、
高
収
益
作
物
の
作

付
け
を
す
る
場
合
、
10
ａ
あ

た
り
17
万
５
千
円
、
麦
、
大

豆
、
飼
料
作
物
、
子
実
コ
ー

ン
、
そ
ば
等
は
10
ａ
あ
た
り

髙
松
議
員　
除
排
雪
の
路
線
、

順
路
に
つ
い
て
の
予
定
を
住

民
に
周
知
し
、
要
望
の
受
先

を
明
確
に
す
る
こ
と
は
必
要

と
思
わ
れ
る
が
。

斉
藤
町
長　
路
線
、
順
路
は

除
雪
車
保
管
庫
を
起
点
と
し

て
い
る
。
降
雪
に
伴
い
、
除

雪
作
業
が
入
る
た
め
排
雪
の

予
定
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
。

問
い
合
わ
せ
は
広
報
で
周
知
。

髙
松
議
員　
町
道
管
理
の
一

部
と
し
て
除
排
雪
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
降
雪
状

況
に
よ
り
作
業
が
増
加
し
た

場
合
、
年
度
末
に
除
排
雪
の

補
正
等
の
対
応
を
し
て
い
る

が
、
当
初
予
算
の
中
で
措
置

で
き
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
脆
弱
な
財
源
構

造
の
中
か
ら
限
ら
れ
た
財
源

を
活
用
し
、
行
政
需
要
に
対

応
す
る
た
め
予
算
編
成
を

行
っ
て
い
る
。

髙
松
議
員　
町
内
業
者
の
企

業
体
が
除
雪
作
業
の
委
託
業

務
を
行
っ
て
い
る
。
作
業
点

検
や
確
認
を
ど
の
様
に
行
っ

て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
委
託
体
制
が
10

年
経
過
し
て
い
る
が
、
年
２

回
定
期
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

課
題
や
問
い
合
わ
せ
に
対
応

し
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
。

髙
松
議
員　
独
居
老
人
、
高

齢
者
世
帯
、
弱
者
世
帯
の
自

宅
の
戸
口
に
除
雪
作
業
の
置

き
雪
の
課
題
が
長
年
解
決
で

き
て
い
な
い
が
。

斉
藤
町
長　
降
雪
基
準
は
戸

口
の
置
き
雪
で
困
っ
て
い
る

方
の
課
題
解
決
に
な
ら
な
い

が
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
方
法
を
検
討
し
た
い
。

高収益作物（アスパラ）

14
万
円
が
交
付
さ
れ
、
定
着

促
進
支
援
と
し
て
10
ａ
あ
た

り
２
万
円
を
５
年
間
受
け
る

か
、
一
括
で
10
ａ
あ
た
り

10
万
円
を
選
択
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

髙
松
議
員　
新
し
い
政
策
に

ど
の
様
に
対
応
し
、
水
田
収

益
の
増
強
に
結
び
付
け
る
か
。

斉
藤
町
長　
国
の
支
援
が
あ

る
作
物
に
関
し
て
農
家
へ
の

周
知
を
行
い
、
農
業
者
の
経

営
判
断
に
よ
り
畑
地
化
を
進

め
る
か
。
水
稲
の
作
付
を
行

う
か
選
択
し
、
国
に
対
し
て

さ
ら
な
る
支
援
策
を
要
望
し

て
い
き
た
い
。

住
民
参
加
の
除
雪
作
業
へ

の
支
援
体
制
は

世界の金融は怪しい
動きを始めた。物価
高騰は続いている。
戦いの終末の糸口も
見えない。それでも
福寿草は咲いている。

21
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米沢　義英　議員

憲法第 26 条では
義務教育はこれを
無償にすると明記
しています。給食
費無償化の断が急
がれます。

日
銀
の
「
生
活
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
で
は
、
物
価
が
「
か
な
り
上
が
っ
た
」「
少

し
上
が
っ
た
」
と
回
答
し
た
個
人
の
割
合
は

94.3
％
に
上
昇
し
た
と
発
表
。
家
計
の
負
担
感
が

強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

物価高騰から暮らしを守る支援を
町長－町民に対する支援策を検討したい

暮らし

米
沢
議
員　
多
く
の
自
治
体

で
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
学
校
で
学

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
教
育
費
の

保
護
者
負
担
が
家
計
に
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
考

え
る
。
憲
法
で
は
、
教
育
費

は
無
償
化
に
す
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
町
は
無
償
化
に
で

き
な
い
理
由
と
し
て
、
食
材

購
入
費
は
保
護
者
負
担
す
る

と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
答
弁

を
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で

も
基
準
を
示
し
た
も
の
で
、

学
校
給
食
費
無
償
化
の
有
無

に
つ
い
て
は
自
治
体
の
判
断

で
で
き
る
と
考
え
る
が
。

鈴
木
教
育
長　
学
校
給
食
費

無
償
化
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

学
校
給
食
法
に
お
い
て
食
材

の
購
入
に
要
す
る
費
用
は
保

護
者
負
担
と
規
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
給
食
費
の
全

額
を
賄
材
料
費
の
み
に
充
て

て
い
る
。
施
設
及
び
設
備
に

要
す
る
経
費
並
び
に
人
件
費

な
ど
、
学
校
給
食
費
の
運
営

に
要
す
る
賄
材
料
費
以
外
の

経
費
に
つ
い
て
は
設
置
者
が

負
担
を
し
て
い
る
。
現
時
点

で
給
食
費
を
無
償
化
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

米
沢
議
員　
北
海
道
に
お
い

て
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
18
歳
以
下
の
子

育
て
世
帯
に
対
し
て
商
品
券

を
支
給
す
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
町
に
お
い
て
も
多

く
の
町
民
の
人
た
ち
が
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調
査

で
は
、
３
月
も
引
き
続
き
食

品
の
値
上
げ
が
約
３
千
400
品

を
超
え
る
と
の
発
表
も
あ
る
。

光
熱
費
の
値
上
が
り
が
あ
る

な
ど
、
町
民
の
間
に
も
食
品

な
ど
の
買
い
控
え
の
動
き
が

あ
る
。
町
に
お
い
て
は
、
町

民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

も
、
米
な
ど
独
自
の
支
援
策

が
必
要
で
は
。

斉
藤
町
長　
原
油
価
格
や
そ

れ
に
伴
う
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油

等
の
石
油
製
品
の
価
格
高
騰

が
続
き
、
町
民
の
生
活
は
も

物価高で様々な業界が負担を強いられている

と
よ
り
、
農
業
、
建
設
業
な

ど
の
産
業
活
動
及
び
商
工
業

者
の
経
営
に
大
き
な
影
響
が

及
ん
で
い
る
。
事
業
経
営
及

び
町
民
生
活
が
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
は
十
分
把

握
し
て
い
る
。

　
物
価
高
騰
に
よ
り
影
響
を

受
け
て
い
る
町
民
に
対
す
る

支
援
策
に
つ
い
て
は
、
国
の

政
策
、
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
町
独
自
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有

効
に
活
用
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
。

ある日の上富良野の給食
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荒生　博一　議員

一
般
的
に
「
映
画
化
」
と
は
、全
て
の
「
段
取
り
」

が
揃
い
、「
映
画
製
作
実
行
委
員
会
」
と
い
う
組

織
が
編
成
さ
れ
て
、
世
間
に
対
し
て
「
こ
の
作

品
を
映
画
に
す
る
事
を
発
表
で
き
る
時
期
が
整
っ

た
」
と
い
う
段
階
で
使
用
す
る
言
葉
で
あ
る
。

組織がないまま映画化が進むのか
町長－製作委員会を組織することが最大の難関である

泥流地帯
映画化

23

荒
生
議
員　

本
来
、
映
画
を

作
る
際
に
は
「
映
画
製
作
実

行
委
員
会
」
と
い
う
組
織
を

編
成
し
て
、
そ
の
組
織
が
す

べ
て
の
運
営
を
行
い
、
物
事

を
取
り
決
め
て
い
く
の
が
当

然
な
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の

間
そ
の
よ
う
な
組
織
は
存
在

し
て
お
ら
ず
、
組
織
が
存
在

し
て
い
な
い
ま
ま
の
状
態
で

ど
の
様
に
映
画
化
が
進
む
の

か
。「
映
画
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
立
ち
上
げ
方
に
つ
い

て
、
町
は
ど
の
よ
う
に
「
映

画
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い

う
も
の
を
立
ち
上
げ
て
い
く

の
か
、
今
ま
で
関
わ
っ
た
制

作
会
社
か
ら
プ
ロ
の
指
導
を

受
け
た
事
が
あ
る
の
か
。
１

社
目
と
２
社
目
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
進
め
方
で
、「
映
画

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う

も
の
は
立
ち
上
げ
て
い
く
の

こ
れ
ら
す
べ
て
の
点
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
町
側
の
説

明
は
矛
盾
し
て
お
り
、
す
べ

て
曖
昧
の
ま
ま
進
め
ら
れ
て

い
る
事
は
明
白
で
あ
る
が
。

斉
藤
町
長　

民
法
上
の
任
意

組
合
で
あ
る
製
作
委
員
会
の

組
成
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
、

昨
今
の
映
画
制
作
の
体
系
と

し
て
主
流
で
あ
り
、
映
画
化

の
実
働
的
な
第
一
歩
と
し
て

極
め
て
重
要
な
過
程
で
あ
る

と
承
知
し
て
い
る
。
一
方
、

「
泥
流
地
帯
映
画
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
三
浦
文
学

の
代
表
作
で
あ
り
な
が
ら
映

画
化
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
映
像
化
困
難
作
品
「
泥
流

地
帯
」
に
つ
い
て
、
実
写
映

画
と
し
て
の
制
作
を
実
質
的

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
、
つ
ま

り
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
関

係
者
が
出
資
し
合
い
製
作
委

員
会
を
組
織
す
る
こ
と
こ
そ

が
最
大
の
難
関
で
あ
り
、
本

町
の
泥
流
地
帯
映
画
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
こ
れ
ま
で
こ
の

難
関
に
挑
み
続
け
て
き
た
。

荒
生
議
員　

い
ま
だ
に
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
か
。
こ
れ

ま
で
の
間
、
専
門
家
に
よ
り

様
々
な
制
作
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
き
た
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

つ
立
ち
方
も
教
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
の
か
。

斉
藤
町
長　

通
常
は
、
製
作

実
行
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ

て
か
ら
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト

な
の
だ
が
、
上
富
良
野
町
の

場
合
は
「
映
画
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
前
段
階
か
ら
製
作
委
員
会

を
立
ち
上
げ
る
段
階
が
、
最

大
の
難
関
で
あ
る
。

実現を待ちわび色あせていくのぼり

か
と
い
う
説
明
は
、
町
側
の

「
誰
が
」
受
け
て
「
い
つ
」

「
ど
の
よ
う
に
」
理
解
し
て

了
承
し
て
い
る
の
か
。
了
承

す
る
に
あ
た
っ
て
町
の
判
断

は
、
何
を
参
考
に
制
作
会
社

か
ら
受
け
た
「
映
画
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
立
ち
上
げ
方

に
つ
い
て
の
整
合
性
を
確
認

し
た
の
か
。
町
の
職
員
だ
け

で
、
専
門
分
野
の
プ
ロ
の
指

導
に
つ
い
て
整
合
性
の
取
れ

る
判
断
が
で
き
る
の
か
。
制

作
会
社
と
は
別
に
専
門
的
な

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
用
意
し
て
、

整
合
性
の
確
認
を
し
た
の
か
。

上富良野町の「泥流
地帯映画化プロジェ
クト」においては、
１社目の契約、2 社
目の契約いずれも失
敗に終わっている。
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発
行
／
上
富
良
野
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

  

議 

会 

だ 

よ 

り

編
　
集
　
後
　
記

議会広報特別委員会

委
員
長　
　
小　
林　
啓　
太

副
委
員
長　

���

元　
井　
晴　
奈

委

員　
　
髙　
松　
克　
年

　
　
　
　
　
　
中　
瀬　
　
　
実

　　　　　
　
　
小
田
島　
久　
尚

■
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
侍
ジ
ャ
パ
ン
が
優
勝
し
日
本
中
が
歓
喜
に

沸
き
ま
し
た
。
最
後
ま
で
諦
め
な
い
姿
に
心
打
た
れ
躍

動
す
る
選
手
に
元
気
と
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

■
令
和
５
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
、「
泥
流
地
帯
映

画
化
」
に
関
連
し
て
激
論
あ
り
、
か
み
合
わ
な
い
場
面

あ
り
、
修
正
あ
り
の
予
算
議
会
で
し
た
。
予
算
、
執
行

方
針
な
ど
大
切
な
記
事
満
載
の
今
号
、
ぜ
ひ
精
読
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
こ
の
度
、
こ
の
か
み
ふ
ら
の
議
会
だ
よ
り
が
町
村
議

会
広
報
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
、
そ
し
て
誰
も

が
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
紙
面
を
こ
れ
か
ら
も
作
っ
て

い
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
井　
記
）

　
　２
月
20
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
21
日　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
22
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
24
日　

�

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会
、
議

会
広
報
特
別
委
員
会

３
月
２
日　

�

第
１
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
３
日　

�

第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
７
日　
第
１
回
定
例
会
（
３
日
目
）

　
　
８
日　

�

第
１
回
定
例
会
（
４
日
目
）

　
　
９
日　
予
算
特
別
委
員
会(

１
日
目)

　
　
10
日　

�

予
算
特
別
委
員
会(

２
日
目)　

　
　
13
日　

�

予
算
特
別
委
員
会(

３
日
目)

、
全
員
協

議
会

　
　
14
日　

�

予
算
特
別
委
員
会(

４
日
目)

　
　
15
日　

�

第
１
回
定
例
会
（
５
日
目
）、
議
会
広
報

特
別
委
員
会

　
　
17
日　

�

全
員
協
議
会

４
月
10
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会�

　
　
11
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
12
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
13
日　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
17
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
20
日　
全
員
協
議
会
、
総
務
産
建
常
任
委
員
会

議
会
の
窓

◆
全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
12
月
20
日
に
中
富
良
野
町
で
議
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
議
員
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
環
境
生
活
部
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
局
局
長　

甲
元
信
宏
氏
に
よ
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
聴
講
し
ま

し
た
。

No.
118
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今
村
辰
義
議
員
が
町
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上
、

地
方
自
治
の
振
興
・
発
展
に
功
労
さ
れ
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
会
長
よ
り
２
月
８
日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
富
良
野
沿
線
市
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
　
　
　
　
　

　
第
37
回
町
村
議
会
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
か
み
ふ
ら
の
議
会
だ

よ
り
第
113
号
が
企
画
・
構

成
部
門
で
奨
励
賞
を
受
賞

し
全
国
町
村
議
会
議
長
会

会
長
よ
り
２
月
８
日
に
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。


